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今月のハイライト

近年の脊髄損傷のリハビリテーションは，再生医療，髄腔内バクロフェン投与，機能的電気刺激，対
麻痺装具などの治療医学の進歩を取り込みながら発展しています。しかし，病院の機能分化が進む

現在の医療のなかでは，脊髄損傷患者はマイノリティとして入院治療やリハビリテーションに大きな制
限を受けています。それとともに，脊髄損傷リハビリテーションに対する医療者側のポテンシャルや興
味も低下している現状も指摘されています。本特集では，脊髄損傷治療・リハビリテーションへの啓発
にも役立てるよう，最近の脊髄損傷に関するトピックスを取り上げました。

疫学　加藤真介氏ら� 289
日本脊髄障害医学会の疫学調査結果を中心にわが国の脊髄損傷の発生頻度の変遷について詳述してい
る。現在，高齢の非骨傷性頸髄損傷が増加していること以外に，発生頻度に大きな地域差がみられるこ
とが明らかとなった。不全損傷例が多いものの，高齢のためADL障害は著しく，リハビリテーションや
介護などの社会的負担が増大している。

慢性期脊髄損傷への再生医療応用を目指して―併用療法に関する� �
　最近の知見を中心に　田代祥一氏ら� 295
治療反応性の低下した慢性期脊髄損傷患者への根本的治療として，細胞移植療法，薬物療法および運動
療法について，最新の基礎的研究を紹介するとともに，脊髄再生医療の進歩の現状と今後の展望につい
て解説している。今後，相乗効果を期待した移植，薬剤およびリハビリテーションの三位一体の治療が
望まれる。

脊髄損傷―最近の話題
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	 2015 年度近代ボバーズ概念小児領域 8週間講習会	 380

機能的電気刺激　島田洋一氏ら� 307
機能的電気激装置であるNESS システムは医療機器として薬事法承認を受け，わが国での普及が図られ
ている。本システムは表面電極を使用し上肢用および下肢用機器が準備されている。脊髄損傷患者にお
ける上肢のADL機能向上や歩行再建などの臨床効果とともに，本システムに続く新しい機能的電気刺激
装置を紹介している。

性機能障害　木元康介氏ら� 315
著者の言葉を借りれば「クローゼットに隠されてきた分野」である脊髄損傷者のセクシュアリティにつ
いて，その現状と対応を詳細に述べている。男性の勃起障害，射精障害，テストステロン低下，女性の
性機能障害に対して，ガイドラインに沿った治療の手順と著者の豊富な臨床経験に基づくポイントを解
説している。また，性的活動における自律神経過反射への対応についても言及している。

自動車運転　吉永勝訓氏ら� 321
脊髄損傷患者では自動車運転を行うことで社会復帰を実現できることが少なくない。完全麻痺患者では
一般的にはC7で自動車運転が可能であり，手関節背屈が可能となるC6Bでも一部可能となる。千葉県
千葉リハビリテーションセンターで実施している脊髄損傷患者の自動車運転再開への取り組みを紹介し
ており，手順・評価・訓練の概要は実践に役立つ内容である。
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